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お

た

て

新
潟
・緒
立
Ｃ
遺
跡

所
在
地
　
　
　
新
潟
県
西
蒲
原
郡
黒
埼
町
大
字
黒
鳥
字
川
根
潟

調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
九
月
ぞ

一
二
月
、　
一
九
九
〇
年
四

月

を

一

一
月

発
掘
機
関
　
　
黒
埼
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
渡
辺
ま
す
み

遺
跡
の
種
類
　
集
落

・
官
衛
跡
か

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
晩
期
、
古
墳
時
代
前
期
（四
世
紀
末
ど
五
世
紀
初
）
、

奈
良

・
平
安
時
代

（八
ど
九
世
紀
）
、
中
世

（
一
四
世
紀
，
じ

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

緒
立
Ｃ
遺
跡
は
信
濃
川
河
口

か
ら

一
・
三
臨
南
南
西
の
新
潟

平
野
最
低
地
帯
に
位
置
し
て
い

る
。
こ
の
あ
た
り
は
海
抜
Ｏ
ｍ

以
下
で
、
最
近
ま
で
数
多
く
の

紹

潟
湖
が
点
在
し
て
い
た
。

野
　

迫退
跡
は
低
湿
地
の
微
高
地
、

∽

埋
没
砂
丘
上
に
立
地
し
て
お
り
、

南
西
に
は
緒
立
Ａ

（古
墳
時
代
）

・
緒
立
Ｂ
（縄
文
晩
期
ｔ
平
安
時
代
、
集
落
跡
）
遺
跡
が
隣
接
し
て
存
在
す
る
。

今
回
の
緒
立
Ｃ
遺
跡
の
調
査
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
も
の
で
、
調

査
対
象
面
積
は
約
四
五
〇
〇
ド
で
あ
る
。
ほ
ぼ
全
域
か
ら
遺
物
が
出
上
し
て
い

る
。
遺
構
検
出
面
は
二
面
あ
り
、
上
の
面
で
は
中
世
の
遺
構
が
、
下
の
面
で
は

縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
、
奈
良

。
平
安
時
代
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。

紹
介
す
る
木
簡
は
、　
奈
良

。
平
安
時
代
と
中
世

（現
在
資
料
を
整
理
中
で
細
か

く
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
の
も
の
で
あ
り
、
以
下
、
時
代
を
絞

っ
て

遺
構
の
内
容
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

奈
良

・
平
安
時
代
の
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
四
棟
、
井
戸

一
基
、

土
坑
数
基
、
杭
列
な
ど
で
あ
る
。
掘
立
柱
建
物
は
す
べ
て
総
柱
で
倉
庫
と
思
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
桁
行
三
間
ｉ
五
間
、
梁
行
二
間
、
柱
間
が
三
ｍ
以
上
と

い
う
規
模
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
建
物
の
北
の
砂
丘
斜
面
裾
に
は
、
水
辺
の

祭
祀
を
思
わ
せ
る
木
製
品
の
集
中
地
点
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
遺
物
は
出

土
量
が
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
一
五
〇
を

一
六
〇
箱
ほ
ど
で
、
総
出
土
量
の
約
五
分

の
二
を
占
め
る
。
大
部
分
は
土
師
器
、
須
恵
器
で
あ
る
が
、
他
に
木
簡
、
曲
物
、

下
駄
、
斎
串
、
箸
状
木
製
品
、
琴
柱
、
建
築
部
材
と
い
っ
た
木
製
品
も
二
五

箱
ほ
ど
出
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
注
目
さ
れ
る
遺
物
と
し
て
和
同
開
弥
、
鉾
帯

（巡
方
）
、　
サ
イ
コ
ロ

（
一
辺
○
・
五
ｔ
Ｏ

・
六
伽
、
骨
か
角
製
）、　
人
面
墨
書
土
器

が
出
上
し
て
お
り
、
遺
跡
の
性
格
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

一
方
、
中
世
の
遺
構
は
二
〇
数
基
の
上
坑
が
頂
部
付
近
に
集
中
し
て
お
り
、

墓
域
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
遺
物
は
木
簡
、
折
敷
、
下
駄
、
箸
状
木
製
品
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な
ど
が
少
量
出
土
し
て
い
る
だ
け
で
、
時
期
を
特
定
で
き
る
も
の
は
な
い
が
、

一
九
八
六
年
の
確
認
調
査
の
際
に

一
四
世
紀
の
青
磁
椀
が
出
土
し
て
お
り
、
現

時
点
で
は
そ
の
時
期
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。

８
　
木
衝
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
薩

一
醒
六
水
戸
四
則
二

日

回

□
□
日
国

酒
杯
九
十

「□
□
□
□
日
日
日
日
日
日
日
日
日
一

ω
は
奈
良

・
平
安
時
代
。
前
述
の
祭
祀
を
思
わ
せ
る
遺
物
集
中
部
の
縁
辺
部

か
ら
出
土
し
て
い
る
。
両
側
面
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
上
下
端
部
は
原
形
を
保

つ
。
上
器
名
と
数
量
が
列
記
さ
れ
た
も
の
で
、
物
品
請
求
木
簡
と
思
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
土
器
名
の

「睡
」
「醒
」
「水
戸
」
は
醸
造
用
、
あ
る
い
は
水
貯
蔵

用
の
容
器
を
表
わ
し
て
お
り
、
須
恵
器
の
大
型

。
中
型
甕
が
該
当
す
る
よ
う
で

あ
る
。

紳
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②
⑥
は
中
世
の
も
の
で
あ
る
。
の
は
土
坑
群
の
一
つ
か
ら
、
⑤
は
中
世
包
含

層
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
上
部
に
多
数
の
「鬼
」
、
そ
の
下
に
「急
々

如
律
令
」
と
書
か
れ
た
呪
符
木
簡
で
あ
る
。

本
遺
跡
は
多
時
期
に
わ
た
る
営
み
の
中
で
、
地
方
の
要
地
と
し
て
繁
栄
し
て

き
た
。
特
に
律
令
期
に
お
い
て
は
、
中
央
と
変
わ
ら
ぬ
遺
物
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
地
理
的
に
も
交
通

・
流
通
の
中
心
地
と
な
り
得
る
地
域
で
あ
り
、
中
央

と
近
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
官
衛
と
す
る
に
は
早
急
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
、
さ
ら
に
は

『
延
喜
式
』
に
み
え

る

「蒲
原
津
」
と
の
関
係
も
今
後
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
釈
文
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

関
連
資
料
に
つ
い
て
も
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（渡
辺
ま
す
み
）

ま
と

ば

ェ警
∵
的
場
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
市
小
新
宇
的
場

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
八
月
ぞ

一
一
月
、　
一
九
九
〇
年
四

月
ｉ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
新
潟
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
池
邦
明

・
藤
塚
　
明

。
本
間
桂
吉

５
　
遺
跡
の
種
類
　
漁
携
性
集
落

・
官
衝
様
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一二
世
紀
及
び
八
ｉ

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

的
場
遺
跡
は
、
新
潟
市
の
市
街
地

（旧
新
潟
町
・
沼
垂
町
）
の
南
西
約
七
血
、

現
海
岸
線
か
ら
約
四
血
内
陸
の

新
潟
平
野
最
低
湿
地
内
の
砂
丘

上
に
位
置
す
る
。

遺
跡
の
立
地
す
る
砂
丘
の
周

辺
に
は
信
濃
川
の
本
流

・
支
流

の
ほ
か
多
く
の
潟
湖
が
点
在
し
、

近
年
ま
で
舟
運
を
主
要
な
交
通

手
段
と
し
て
い
た
。
ま
た
遺
跡

成
立
時
か
ら
既
に
ア
ン
・
マ
ヨ

(内野・新潟)




